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■
森
林
・
林
業
基
本
計
画
が
閣

議
決
定

政
府
は
、
令
和
８
年
6
月
５
日
、
我
が
国
の

森
林
・
林
業
施
策
の
基
本
方
針
を
定
め
る
新
た

な
「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
～
百
年
続
く
『
森

の
国
・
木
の
街
』
へ
～
」
を
閣
議
決
定
し
た
。

同
計
画
は
、
森
林
・
林
業
基
本
法
に
基
づ
き
、

森
林
・
林
業
を
め
ぐ
る
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま

え
、
お
お
む
ね
5
年
ご
と
に
変
更
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
変
更
で
は
、
は
じ
め
て

副
題
を
付
け
て
目
指
す
姿
を
表
現
し
た
。

新
た
な
基
本
計
画
で
は
、
森
林
・
林
業
・
木

材
産
業
関
係
者
が
将
来
に
希
望
を
持
っ
て
挑
戦

で
き
る
構
造
を
確
立
し
、
先
人
が
築
い
た
我
が

国
の
森
林
資
源
の
循
環
利
用
と
多
様
で
健
全
な

森
林
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
好
循
環
を
生
み
出

し
、
百
年
つ
づ
く
「
森
の
国
・
木
の
街
」
の
実

現
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。
主
な
施
策
は

次
の
と
お
り
。

◇
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
の
実
現

〇
国
産
材
の
利
用
拡
大
と
幅
広
い
需
要
の
創
出

・
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
算
定
・
報
告
・
公
表
制

度
（
Ｓ
Ｈ
Ｋ
制
度
）
や
建
築
物
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
カ
ー
ボ
ン
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
２
）
の
評
価

等
に
よ
る
国
産
材
利
用
効
果
の
見
え
る
化

・
都
市
の
木
造
化
の
多
角
的
推
進
（
非
住
宅
・

中
高
層
建
築
物
等
）

・
大
径
材
、
広
葉
樹
材
等
を
活
用
し
た
内
装

材
等
の
需
要
創
出

・
Ｃ
Ｌ
Ｔ
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
材
等
の
製
品

輸
出
の
戦
略
的
拡
大

・
木
育
の
推
進

・
木
質
系
新
素
材
の
開
発
・
実
装

〇
需
要
に
応
じ
た
国
産
材
の
供
給
力
強
化

・
施
設
の
生
産
力
強
化
、
工
場
間
連
携
、
ス

ト
ッ
ク
機
能
強
化

・
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
設
備
、
大
径
材
対
応
設
備
等

の
戦
略
的
整
備

・
地
場
の
中
小
工
場
等
に
よ
る
高
付
加
価
値

製
品
の
持
続
的
供
給
確
保

〇
ス
マ
ー
ト
林
業
技
術
の
実
装
等
に
よ
る
持

続
的
な
林
業
の
確
立

・
安
全
確
保
や
生
産
性
向
上
に
向
け
た
遠
隔

操
作
や
自
動
運
転
機
械
等
の
実
装

・
所
得
向
上
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
に
応
じ
た

昇
給
の
実
現

・
労
働
環
境
の
改
善
に
向
け
た
関
係
者
の
意

識
改
革
の
徹
底

・
新
規
事
業
者
も
含
め
た
多
様
な
主
体
の
育

成
・
確
保

〇
森
業
等
の
推
進
に
よ
る
山
村
地
域
の
自
立

的
か
つ
持
続
的
発
展

・
山
村
所
得
向
上
や
豊
か
な
森
林
づ
く
り
に

つ
な
げ
る
森
業
の
推
進

・
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大

〇
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
集
積
・
集
約
化
の
加

速
・
ゾ
ー
ニ
ン
グ
等
に
よ
る
林
業
適
地
で

の
確
実
な
再
造
林

・
林
業
適
地
に
お
け
る
路
網
整
備
等
へ

の
支
援
の
重
点
化

・
境
界
明
確
化
や
情
報
透
明
化
等
に
向

け
た
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
と
Ａ
Ｉ

の
活
用

・
外
縁
確
定
型
の
普
及
、
森
林
経
営
管

理
法
の
最
大
限
の
活
用

〇
強
靱
な
国
産
材
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
構
築

・
再
造
林
コ
ス
ト
や
森
林
・
木
材
の
持

続
性
に
関
す
る
情
報
の
共
有
・
相
互

理
解
、
合
理
的
な
価
格
形
成

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
に
よ
る
原
木
流
通
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
強
化

◇
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

〇
国
民
の
安
全
・
安
心
を
根
底
か
ら
支

え
る
多
様
で
健
全
な
森
林
づ
く
り

・
国
土
強
靱
化
に
向
け
た
森
林
整
備
・

治
山
対
策
の
強
化

・
延
焼
し
に
く
い
多
様
な
林
相
へ
の
誘

導
、
林
野
火
災
に
係
る
広
報
等
の
強

化
・
効
率
的
な
病
虫
害
・
鳥
獣
害
対
策
、

ク
マ
等
の
生
息
環
境
の
保
全
・
整
備

・
花
粉
の
少
な
い
森
林
へ
の
転
換

・
原
生
的
な
天
然
林
等
は
引
き
続
き
適

切
に
保
護
管
理

森
林
・
林
業
基
本
計
画
に
掲
げ
る
目
標

森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮

に
関
す
る
目
標
で
は
、
将
来
の
目
標
と

す
る
森
林
の
状
態
と
し
て
、
人
工
林
面
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■
令
和
７
年
度
森
林
・
林
業

白
書

「
森
林
資
源
の
循
環
利
用
の
確
立
に
向
け
て
」

を
特
集

令
和
７
年
度
の
森
林
・
林
業
白
書
は
「
森
林

資
源
の
循
環
利
用
の
確
立
に
向
け
て
～
木
材
利

用
と
再
造
林
を
つ
な
ぐ
～
」
と
題
し
た
特
集
を

組
み
、
森
林
資
源
や
木
材
利
用
の
持
続
性
を
確

保
し
て
い
く
た
め
取
組
を
詳
述
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
一
部
を
抜
粋
・
要
約
し
て
紹
介
し
た
い
。

１
．
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
世
界

的
潮
流
と
我
が
国
の
森
林
資
源
の
充
実

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
気
候

変
動
対
策
、
生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど
国
際
的

な
取
組
が
進
め
ら
れ
る
中
、
森
林
や
そ
こ
か
ら

生
産
さ
れ
る
木
材
は
重
要
な
役
割
を
発
揮
し
て

い
る
。

気
候
変
動
対
策
や
生
物
多
様
性
等
へ
の
対
応

の
必
要
性
か
ら
、
民
間
に
お
い
て
も
森
林
の
多

面
的
機
能
や
木
材
利
用
の
効
果
に
対
す
る
関
心

が
向
上
し
て
い
る
。

我
が
国
で
は
、
⾧
ら
く
育
成
段
階
に
あ
っ
た

人
工
林
が
利
用
期
を
迎
え
て
お
り
、
建
築
物
等

へ
の
木
材
利
用
の
拡
大
と
持
続
性
確
保
等
に
必

要
な
再
造
林
の
推
進
に
よ
る
森
林
資
源
の
循
環

利
用
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

２
．
木
材
利
用
拡
大
に
向
け
た
取
組

戦
後
の
建
築
物
非
木
造
化
の
時
代
か
ら
制
度

面
・
技
術
面
で
木
材
利
用
可
能
な
環
境
整
備
が

進
展
し
た
。
公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法

が
改
正
さ
れ
、
法
の
対
象
が
建
築
物
一
般
に
拡

大
、
建
築
基
準
法
が
見
直
さ
れ
、
大
規
模
木
造

建
築
物
に
お
い
て
構
造
部
材
の
木
材
を
そ
の
ま

ま
見
せ
る
「
現
し
」
で
の
建
築
が
可
能
と
な
っ

た
等
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
普
及
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ

林
野
庁
は
、
２
０
２
５
年
４
月
に
森
林
に
関

わ
る
企
業
が
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
情
報
開
示
を
行
う
際
の

参
考
と
な
る
よ
う
、「
森
林
の
有
す
る
多
面
的

機
能
に
関
す
る
企
業
の
自
然
関
連
財
務
情
報
開

示
に
向
け
た
手
引
き
」
を
公
表
し
た
。

⑵ 

持
続
性
の
確
保
に
向
け
て
木
材
利
用
と
再

造
林
を
つ
な
ぐ
取
組

持
続
性
が
確
保
さ
れ
た
国
産
材
に
対
す
る
期

待
が
高
ま
る
一
方
で
、
木
材
の
価
格
は
⾧
期
的

に
下
落
し
た
。
造
林
初
期
費
用
が
立
木
販
売
収

入
を
上
回
り
、
再
造
林
が
進
ま
な
い
と
い
っ
た

状
況
が
続
く
こ
と
と
な
れ
ば
、
持
続
的
な
国
産

材
供
給
や
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
影
響
す
る
。

森
林
資
源
や
木
材
利
用
の
持
続
性
を
確
保
し

て
い
く
た
め
に
は
、
川
下
の
国
産
材
需
要
を
高

め
る
こ
と
や
各
段
階
に
お
け
る
生
産
性
向
上
に

よ
り
適
切
な
利
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
。

川
上
に
お
け
る
造
林
等
の
省
力
化
・
低
コ
ス
ト

化
等
に
加
え
、
川
中
に
お
い
て
も
更
な
る
生
産

性
向
上
や
、
付
加
価
値
向
上
な
ど
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
。
同
時
に
、
木
材
取
引
に
お
い
て

も
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
関
係
者
が
再
造
林
を

含
む
森
林
の
育
成
コ
ス
ト
へ
の
理
解
を
深
め
た

上
で
、
価
格
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
。

こ
の
よ
う
な
中
、
再
造
林
が
可
能
と
な
る
価

格
で
木
材
を
取
引
す
る
協
定
を
締
結
す
る
な

ど
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
関
係
者
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
先
行
事
例
も
み
ら
れ
る
。

林
野
庁
で
は
木
材
取
引
に
お
い
て
適
切
な
価

格
交
渉
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
全
体
の
取
引
の
適
正
化
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
策
定
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
関
係
事
業
者
が
連
携
し
て
基
金

等
を
設
立
し
、
再
造
林
費
用
の
支
援
を
行
う
動

き
が
広
が
っ
て
い
る
。
道
県
や
市
町
の
単
位
で

地
域
の
関
係
者
が
主
体
と
な
っ
た
取
組
が
多

プ
の
作
成
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
の
⼨
法
の
標
準
化

等
が
推
進
し
た
。
⼀
般
流
通
材
等
を
活
⽤
し
た

低
層
・
中
層
建
築
物
の
標
準
的
な
⽊
造
化
モ
デ

ル
等
の
作
成
・
普
及
。
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
⼯
法

に
お
け
る
構
造
⽤
製
材
の
国
産
材
使
⽤
割
合
が

20
％
ま
で
上
昇
し
た
等
。

建
築
物
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ボ
ン
評
価
の

制
度
化
に
向
け
た
検
討
や
Ｓ
Ｈ
Ｋ
制
度
の
見
直

し
に
よ
り
、
木
材
利
用
の
効
果
が
定
量
的
に
評

価
さ
れ
、
木
材
利
用
の
後
押
し
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

３
．
再
造
林
推
進
に
向
け
た
取
組

林
業
適
地
の
選
定
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

持
続
的
な
経
営
を
担
え
る
林
業
経
営
体
へ
の
集

積
・
集
約
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
再
造
林
を

着
実
に
推
進
が
重
要
。

伐
採
と
造
林
の
一
貫
作
業
、
エ
リ
ー
ト
ツ

リ
ー
等
を
活
用
し
た
下
刈
り
回
数
の
削
減
等
に

よ
り
省
力
化
・
低
コ
ス
ト
化
を
推
進
す
る
。
更

な
る
省
力
化
を
図
る
新
技
術
も
開
発
・
実
証
。

４
．
木
材
利
用
と
再
造
林
を
つ
な
ぐ
取
組

⑴ 

持
続
性
が
確
保
さ
れ
た
国
産
材
へ
の
期
待

の
高
ま
り

Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
（
自
然
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
）
提
言
な
ど
を
受
け
て
企
業
に
持

続
可
能
性
に
関
す
る
情
報
開
示
が
求
め
ら
れ
る

中
、
企
業
活
動
に
必
要
な
木
材
の
調
達
や
利
用

の
際
に
、
合
法
性
と
と
も
に
、
森
林
の
伐
採
後

の
更
新
が
担
保
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
こ

と
な
ど
が
重
要
。

企
業
の
中
に
、
木
材
調
達
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
自
ら
策
定
し
、
持
続
可
能
な
木
材
利
用
の
推

進
に
向
け
て
、
国
産
材
等
の
活
用
を
図
る
取
組

が
広
が
り
つ
つ
あ
る
ほ
か
、
建
築
物
に
木
材
を

利
用
す
る
企
業
が
自
ら
森
林
の
育
成
に
取
り
組

む
例
も
み
ら
れ
る
。

積
が
減
少
し
、
利
活
用
等
に
よ
り
機
能
の
維
持

増
進
を
図
る
天
然
林
面
積
が
増
加
す
る
目
標
を

示
し
た
。

林
産
物
の
供
給
及
び
利
用
に
関
す
る
目
標
で

は
、
製
材
用
材
や
合
板
用
材
と
し
て
国
産
材
の

利
用
が
増
加
す
る
目
標
を
示
し
た
。

新
た
な
森
林
・
林
業
基
本
計
画
で
は
、
具
体

的
施
策
の
有
効
性
を
示
す
た
め
の
成
果
指
標

（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
を
設
定
し
、
検
証
と
施
策
の
見
直

し
を
行
う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
実
践
し
て
目

標
の
達
成
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
事

例
は
表
と
お
り
。
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く
、
２
０
２
５
年
度
末
時
点
で
、
全
国
20
道
県

で
30
の
再
造
林
支
援
の
基
金
等
が
設
立
さ
れ
て

い
る
。

５
．
森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
向
け
た
「
森
の

国
・
木
の
街
」
づ
く
り

全
国
で
街
の
木
造
化
を
進
め
る
「
森
の
国
・

木
の
街
」
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
る
。

他
分
野
か
ら
の
参
画
も
得
つ
つ
、
森
林
・
林

業
・
木
材
産
業
施
策
に
取
り
組
み
、
国
民
理
解

の
醸
成
を
図
り
な
が
ら
、
森
林
資
源
の
循
環
利

用
を
確
立
し
て
い
く
。

■
令
和
７
年
の
木
材
統
計

素
材
需
要
量
は
前
年
比
０
・
８
％
増
加
、
国

産
材
の
割
合
は
前
年
比
０
・
７
ポ
イ
ン
ト
上
昇

農
林
水
産
省
は
６
月
12
日
、
令
和
７
年
の
木

材
統
計
調
査
の
結
果
を
公
表
し
た
。

１ 

素
材
需
給
の
動
向

（
１
）
素
材
需
要
量

素
材
需
要
量
は
２
，２
６
５
万
３
千
㎥
で
、

前
年
に
比
べ
18
万
１
千
㎥
（
０
・
８
％
）
増
加

し
た
。
こ
れ
を
需
要
部
門
別
に
み
る
と
、
製
材

用
は
１
，４
４
３
万
１
千
㎥
で
前
年
並
み
と
な

り
、
合
板
等
用
は
４
４
９
万
８
千
㎥
で
、
前
年

に
比
べ
31
万
㎥
（
７
・
４
％
）
増
加
し
、
木
材

チ
ッ
プ
用
は
３
７
２
万
４
千
㎥
で
、
同
13
万
２

千
㎥
（
３
・
４
％
）
減
少
し
た
。

（
２
）
素
材
供
給
量

素
材
供
給
量
の
う
ち
国
産
材
は
２
，０
０
７

万
１
千
㎥
で
、前
年
に
比
べ
30
万
8
千
㎥（
１
・

６
％
）
増
加
し
、
輸
入
材
は
２
５
８
万
２
千
㎥

で
、同
12
万
７
千
㎥
（
4
・
7
％
）
減
少
し
た
。

素
材
供
給
量
に
占
め
る
国
産
材
の
割
合
は
88
・

６
％
で
、
前
年
に
比
べ
０
・
７
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
た
。

ア 

国
産
材
素
材
供
給
量

国
産
材
素
材
供
給
量
を
針
葉
樹
、
広
葉
樹
別

に
み
る
と
、
針
葉
樹
は
１
，８
７
９
万
８
千
㎥

で
、
前
年
に
比
べ
40
万
㎥
（
2
・
2
％
）
増
加

し
、
広
葉
樹
は
１
２
７
万
３
千
㎥
で
、
同
９
万

２
千
㎥
（
６
・
７
％
）
減
少
し
た
。

針
葉
樹
を
樹
種
別
に
み
る
と
、
素
材
全
体
の

供
給
量
の
約
６
割
を
占
め
る
す
ぎ
は
１
，２
１

８
万
４
千
㎥
で
、
前
年
に
比
べ
46
万
８
千
㎥

（
4
・
0
％
）、ひ
の
き
は
３
０
４
万
９
千
㎥
で
、

同
３
万
㎥
（
１
・
０
％
）、
あ
か
ま
つ
・
く
ろ

ま
つ
は
46
万
７
千
㎥
で
、
同
８
千
㎥
（
１
・

７
％
）
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
、
か
ら
ま
つ
は
１
６

９
万
２
千
㎥
で
、同
４
万
１
千
㎥（
2
・
4
％
）、

え
ぞ
ま
つ
・
と
ど
ま
つ
は
１
１
３
万
４
千
㎥

で
、
同
10
万
５
千
㎥
（
８
・
５
％
）
そ
れ
ぞ
れ

減
少
し
た
。

イ 

輸
入
材
素
材
供
給
量

輸
入
材
素
材
供
給
量
を
産
地
別
に
み
る
と
、

輸
入
材
の
約
８
割
を
占
め
る
米
材
は
２
１
３
万

７
千
㎥
で
、
前
年
に
比
べ
６
万
５
千
㎥
（
3
・

0
％
）、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
材
は
24
万
３
千

㎥
で
、
同
５
万
㎥
（
17
・
1
％
）、
北
洋
材
は

11
万
７
千
㎥
で
、
同
８
千
㎥
（
6
・
4
％
）
そ

れ
ぞ
れ
減
少
し
た
。

ま
た
、
製
材
用
素
材
の
輸
入
材
の
う
ち
半
製

品
入
荷
量
は
15
万
３
千
㎥
で
、
前
年
に
比
べ
４

万
９
千
㎥
（
24
・
3
％
）
減
少
し
た
。

２ 

製
材
の
動
向

（
１
）
製
材
工
場
数
、
製
材
用
動
力
の
出
力
数

製
材
工
場
数
は
３
，４
２
３
工
場
で
、
前
年

に
比
べ
１
２
４
工
場
（
３
・
５
％
）
減
少
し
た
。

こ
れ
を
製
材
用
動
力
の
出
力
階
層
別
に
み
る

と
、
３
百
kw
以
上
の
階
層
は
増
加
し
、
そ
れ
以

外
の
階
層
は
減
少
し
た
。

製
材
用
動
力
の
総
出
力
数
は
60
万
５
，９
４

２
・
５

kw
で
、
前
年
に
比
べ
４
９
１
・
６

kw

（
０
・
１
％
）
減
少
し
た
。
１
工
場
当
た
り
の

出
力
数
は
１
７
７
・
０

kw
で
、
前
年
に
比
べ

６
・
０

kw
（
３
・
５
％
）
増
加
し
た
。

（
２
）
製
材
用
素
材
消
費
量

製
材
用
素
材
消
費
量
は
１
，４
４
０
万
７
千

㎥
で
、前
年
に
比
べ
30
万
３
千
㎥
（
2
・
1
％
）

減
少
し
た
。
１
工
場
当
た
り
の
素
材
消
費
量
は

４
，２
０
９
㎥
で
、
前
年
に
比
べ
62
㎥
（
１
・

５
％
）
増
加
し
た
。

（
３
）
製
材
品
出
荷
量

製
材
品
出
荷
量
は
７
７
５
万
４
千
㎥
で
、
前

年
に
比
べ
15
万
１
千
㎥
（
２
・
０
％
）
増
加
し

た
。
こ
れ
を
用
途
別
に
み
る
と
、
約
８
割
を
占

め
る
建
築
用
材
は
６
３
２
万
２
千
㎥
で
、
前
年

に
比
べ
11
万
８
千
㎥
（
１
・
９
％
）、
木
箱
仕

組
板
・
こ
ん
包
用
材
は
90
万
㎥
で
、
同
２
万
１

千
㎥
（
２
・
４
％
）、
土
木
建
設
用
材
は
30
万

１
千
㎥
で
、
同
７
千
㎥
（
２
・
４
％
）、
家
具

建
具
用
材
は
４
万
５
千
㎥
で
、
同
５
千
㎥

（
12
・
５
％
）
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
。

ま
た
、
人
工
乾
燥
材
出
荷
量
は
４
０
４
万
５

千
㎥
で
、
前
年
に
比
べ
19
万
９
千
㎥
（
5
・

2
％
）
増
加
し
た
。
製
材
品
出
荷
量
に
占
め
る

人
工
乾
燥
材
出
荷
量
の
割
合
は
52
・
2
％
で
、

前
年
に
比
べ
1
・
6
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

■
物
価
高
騰
対
策
に
か
か
る
保

証
の
ご
案
内
　
　
農
林
漁
業
信

用
基
金

〇
林
業
施
設
整
備
等
利
子
助
成
事
業
（
借
換
資

金
）
の
募
集
に
つ
い
て
（
原
油
価
格
・
物
価

高
騰
等
対
策
借
換
資
金
）

全
国
木
材
協
同
組
合
連
合
会
に
お
い
て
、

「
林
業
施
設
整
備
等
利
子
助
成
事
業
（
借
換
資

金
）」
の
募
集
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

◇
募
集
期
間

：

令
和
８
年
６
月
８
日
（
月
）

～
令
和
８
年
12
月
25
日
（
金
）

こ
の
事
業
で
は
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等

の
影
響
に
対
応
し
て
金
融
機
関
か
ら
当
基
金
の

保
証
（
※
１
）
を
利
用
し
て
借
換
資
金
を
借
り

入
れ
た
場
合
に
、
借
入
利
子
を
助
成
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
こ
ち
ら
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.zenm

okukyo.jp/jigyou/
shisetsuseibi_josei_2/r08_josei.htm

l
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※
１　

ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、当
基
金
の「
原

油
価
格
・
物
価
高
騰
等
に
よ
る
影
響
を
受
け
た

林
業
者
の
た
め
の
借
換
資
金
に
係
る
林
業
信
用

保
証
」（
※
２
）
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

※
２　

最
大
５
年
間
の
保
証
料
免
除
が
可
能
で

す
。
対
象
業
種
は
造
林
・
育
林
、
素
材
生
産
、

林
業
種
苗
で
す
。

本
利
子
助
成
を
申
請
し
て
最
長
５
年
間
の
利

子
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
こ
ち
ら
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。

（
借
換
資
金
に
係
る
林
業
信
用
保
証
）

https://w
w

w
.jaffic.go.jp/guide/rin/

shinyouhosyou/index.files/R8.5.11_
korona-karikae.pdf

〇
災
害
復
旧
対
策
保
証
（
物
価
対
策
）
の
ご
案

内「林
業
・
木
材
産
業
災
害
復
旧
対
策
保
証
」

で
は
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
に
よ
り
影
響
を

受
け
た
方
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

◇
最
大
5
年
間
の
保
証
料
免
除
が
可
能
で
す
。

◇
保
証
限
度
額

：

８
，０
０
０
万
円
、
保
証
割

合
80
％

◇
保
証
期
間

：

運
転
資
金
５
年
以
内
（
長
期

７
年
以
内
）、
設
備
資
金
15
年
以
内
（
返
済

据
置
期
間
は
２
年
以
内
）

◇
保
証
対
象
者

：

林
業
・
木
材
産
業
を
営
む

方
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
に
よ
る
仕

入
価
格
の
上
昇
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
方
。

※
詳
し
く
は
、
こ
ち
ら
を
御
参
照
く
だ
さ
い
。

（
災
害
復
旧
対
策
保
証
）

https://w
w

w
.jaffic.go.jp/guide/rin/

shinyouhosyou/index.files/R8.4.13_
saigaifukkyuu.pdf

■
木
材
利
用
推
進
コ
ン
ク
ー
ル

公
募
開
始

令
和
8
年
度
の
木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会

に
よ
る
木
材
利
用
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
の
公
募
が

開
始
さ
れ
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

主
催

－

木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会

後
援

－

農
林
水
産
省
、国
土
交
通
省
、環
境
省
、

文
部
科
学
省
、
森
林
（
も
り
）
を
活
か
す
都
市

（
ま
ち
）
の
木
造
化
推
進
協
議
会

共
催

－

都
道
府
県
木
材
利
用
推
進
協
議
会

【
募
集
期
間
】
令
和
8
年
６
月
8
日
（
月
）
～

７
月
13
日
（
月
）

【
賞
の
構
成
】

＜

優
良
施
設
部
門＞

内
閣
総
理
大
臣
賞
（
１
点
）、
文
部
科
学
大
臣

賞
（
１
点
）、
農
林
水
産
大
臣
賞
（
１
点
）、
国

土
交
通
大
臣
賞（
１
点
）、環
境
大
臣
賞（
１
点
）、

林
野
庁
長
官
賞
（
１
～
２
点
）、
木
材
利
用
推

進
中
央
協
議
会
会
長
賞
（
２
点
程
度
）、
審
査

委
員
会
特
別
賞
（
２
点
程
度
）、
優
秀
賞
（
応

募
数
の
５
割
か
ら
特
別
賞
を
除
い
た
点
数
）

＜

国
産
材
利
用
推
進
部
門＞

農
林
水
産
大
臣
賞（
１
点
）、林
野
庁
長
官
賞（
１

～
２
点
）、
木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会
会
長

賞
（
２
点
程
度
）

【
応
募
対
象
】

＜

優
良
施
設
部
門＞

本
コ
ン
ク
ー
ル
「
優
良
施
設
部
門
」
の
受
賞

施
設
以
外
で
あ
っ
て
、
令
和
４
年
度
以
降
令
和

８
年
５
月
ま
で
に
建
設
さ
れ
た
以
下
の
施
設
と

し
ま
す
。

ア 

木
造
施
設
、
内
装
木
質
化
施
設

学
校
等
施
設
、研
修
・
多
目
的
交
流
等
施
設
、

保
育
園
等
施
設
、
展
示
・
資
料
館
等
施
設
、
保

健
・
保
養
・
ケ
ア
・
病
院
等
施
設
、
住
宅
団
地

等
施
設
、
体
育
館
・
音
楽
堂
等
施
設
、
交
通
関

係
施
設
、
宿
泊
施
設
、
庁
舎
・
事
務
所
等
施
設
、

商
業
施
設
等

イ 

街
づ
く
り
施
設

公
園
遊
具
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
外
構
施
設
、

土
木
施
設
（
木
道
、
木
柵
、
木
橋
、
木
製
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
、
堰
堤
等
）
等

※
戸
建
て
住
宅
及
び
国
が
整
備
し
た
施
設
は
除

き
ま
す
。

＜

国
産
材
利
用
推
進
部
門＞

◇
川
中

：

国
産
材
製
品
の
生
産
及
び
販
売
、

流
通
を
通
じ
て
、
利
用
拡
大
に
取
組
む
企
業 

（
製
材
、
集
成
材
、
合
板
、
建
材
、
流
通
、

プ
レ
カ
ッ
ト
事
業
者
等
）

◇
川
下

：

国
産
材
を
多
く
利
用
す
る
と
と
も

に
、
普
及
啓
発
等
の
利
用
拡
大
に
取
組
む
企

業
（
住
宅
メ
ー
カ
ー
、ゼ
ネ
コ
ン
、施
主
（
店

舗
・
事
業
所
）
等
）

・
令
和
７
年
（
ま
た
は
令
和
７
年
度
）
に
お
け

る
国
産
材
の
利
用
推
進
に
係
る
取
組
と
し
ま
す
。

・
本
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
農
林
水
産
大
臣

賞
を
過
去
５
年
間
受
賞
し
て
い
な
い
建
築
事
業

者
等
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
優
良
施
設
部
門
に
お
け
る
受
賞
履

歴
は
問
わ
な
い
も
の
と
し
ま
す

応
募
方
法
の
詳
細
は
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ご
覧
下

さ
い
。

https://w
w

w
.jcatu.jp/com

petition/
■
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
２

6
の
募
集
開
始

ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
は
、
木
の
良
さ
や
価
値

を
、
デ
ザ
イ
ン
の
力
で
再
構
築
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
優
れ
た
建
築
・
空
間
や
製
品
、
活

動
や
仕
組
み
、
研
究
等
を
募
集
・
評
価
し
、
表

彰
す
る
顕
彰
制
度
で
す
。

主
催

－

（
一
社
）
日
本
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
協
会

〇
応
募
受
付
期
間

２
０
２
６
年
6
月
22
日
（
月
）
10

：

00
～

7
月
31
日
（
金
）
18

：

00

※
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
マ
イ
ペ
ー
ジ
か
ら
送
信
の

み
有
効

〇
応
募
対
象
分
野

建
築
・
空
間
、
技
術
・
建
材
、
プ
ロ
ダ
ク
ツ
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
調
査
・
研
究

〇
表
彰
部
門

・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
部
門

木
を
活
か
し
て
質
の
高
い
ラ
イ
フ
＆
ワ
ー
ク

ス
タ
イ
ル
を
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